
件名 :虎姫時遊館

様式第 2号

注 1 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。

事業計画書

1.管理運営についての基本方針等

(1)施設の設置目的等を踏まえて、施設の管理運営についての基本方針を提示し

てください。

虎姫時遊館は、地域固有の生活に根差した歴史、文化の情報を広く発信し、

訪問者と地域住民相互の交流を促進する事で地域振興を図ることを目的に

設置された施設です。

そのことに鑑み、過去を見つめ、未来につなぐ創造志向で施設管理運営を

(株)ま ちづくり虎姫が中核となつて推進します。

基本方針

歴史文化の情報発信、住民相互交流、地域振興、の 3本柱を基軸に

① 条例、規則等法令遵守で快適な施設r衆―境の提供と最大活用を図ります。

② 公明、公正、公平の 3原則で管理運営と利用者価値の向上を目指します

③ イレギュラー事態への危機管理対応を実施します。

④ 三方 (利用者 。行政・指定管理者)良 し精神での管理運営を進めます。

⑤ 関係公共機関との密接な連携運営に努めます。

の方針で進めます。

具体的な業務として

1、 長浜市生活文化交流施設条例第 3条各号に関する業務

① 地域の生活文化や歴史に関する情報収集、保存及び発信

② 市民及び来訪者の人々との交流活動

③ 心豊かな農村づくりのための生涯学習

④ 農業及び地域振興のための事業

2、 上記を最大化するための事業推進

① 不可用しやすい施設に向けての環境整備とサービス提供

(来館者や文芸クラブ、お花の会など各種団体と連携)

② 元気の出るコミユニテイ寄り合い所づくり

③ 地元組織との連携で歴史や生活文化の情報発信や企画展示による観光振興

④ 虎姫 (人、物、時間)が初・発 。始で主役となる舞台づくり

⑤ 地元商工会 。(株)ま ち虎・虎姫地域づくり協議会とのコラボによる

特産品そばや周遊店舎甫などの新規ビジネス創出

2



事業企画構想コンセプ ト

元気あるまちづくりをめざして

「子供も青年も中年も老人も皆が元気で安らぎと健やかさを望むのは同じ」

1、 時遊館の役立ち・使命

2、 地域連携の点→線→面→ 3D 展開で継続的活性化

。国友鉄砲資料館

II古戦場

国資料館

地域連携

。地場のお店 (商工会 )

・虎御前山顕彰会

・元三大師

。(株)ま ちづくり虎姫

・虎姫地域づくり協議会

生活・文化の情報発信

元気ある

まちづ くり

住民相互交流

コミニテイ寄 り合い所

歴史探訪で

地域振興・活性化

時遊館

前 山

虎姫地域

院

長浜市内地域

長

JR
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2)指定管理者を希望する理由・ 目的を提示 してください

(株)ま ちづくり虎姫はあらゆる面で人々が住みやすいまちづくりを理念にあげ

地域密着型の事業を推進 し、地域活性化の礎をめざし、虎姫地域の各種団体等の出

資 (資本金 1千万円、 うち市の出資額 250万 円)に より、平成 16年に設立され

た法人です。

(株)ま ちづくり虎姫は虎姫地域づくり協議会をはじめ、地域諸団体と兼務する

役員や関係者が多く、設立の目的からも地域の商工会員や農業者をはじめとした、

地域の人々との結びつきも強く、地元団体、個人による出資が全体の 6割を占めて

お り、会社の運営に深 くかかわつています。又、市からの出資も頂いてお り、より

公共性の高い会社 と認識をしています。

今回 時遊館の指定管理を受ける事で、下記の 5項 目のメリントが提供できる。

1、 (株)ま ちづくり虎姫が企画する事業やイベン トを媒介とし、商工業業者、農

業者等地域づくり団体などとの繁がりや、交流が生まれ、これまでと違つた

視点での地域振興の拠点施設として活用が出来る

2、 (株)ま ちづくり虎姫では虎御前山史跡の保全活動を行つている地元組織

「虎御前山保全顕彰会」と連携 したイベン トや 「元三大師」等の地域の偉人に

関する啓蒙活動を推進 しており、施設と史跡の地域資源の組み合わせで、地域

の歴史や生活文化に関する情報発信や企画展示の実施で観光振興の拡大が出来

る。

3、 (株)ま ちづくり虎姫の関係者は虎姫時遊館の開設当初から館の運営や施設が

実施する生涯学習等の企画、イベント運営等に携わった方も多く

過去の経過認識や活用の改善に向けた提言、サービス向上が図れる。

4、 (株)ま ちづくり虎姫では 」R虎姫駅コミュニティ施設、並びに JR虎姫駅の

指定管理を受けています、その社員は地元虎姫地域を中心とする市内の方が

就業 してお り、 」R虎姫駅コミュニティ施設 と時遊館がひとつになつた繋がり

を持つ事で、勤務範囲の拡大、地場産業のPR,特 産品の開発などそれ らに携

わる人の雇用の拡大が見込まれます。

5、 (株)ま ちづくり虎姫の既存施設 と事業の一体化で地域特性の総合力を

発揮する事でより効率的な運用と活用が提供できる。
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2。 施設の維持管理・運営に関する業務

(1)維持管理業務仕様一覧の内容をふまえ、維持管理業務の具体的な内容、方法、

,頻度等について標峰的な年間作業計画を作成してください (A4版 ,任意様

式)。 なお、その中では、仕様一覧の内容を上回る部分について積極的に提案

してください。

(2)緊急事態 (災害・事故等)における対応体制や、その予防対策について、具

体的に提示してください。

① 連絡体制

別紙

別紙
② 予防策

・火災避難訓練 1回/年  春の火災予防週間。
。緊急連絡先の館内掲示 (事務所、玄関。)

。危機管理ヤニュアルの作成。

(3)必要な有資格者の選任、西己置方法について、具体的に提示 してください。

また、貴団体において、最低限必要なものに加えて有益な有資格者を管理施

設に配置できる場合には、その内容や効果にあいて提案 してください。

1:館長

① 地域とくに虎姫に愛着をもち、青少年育成、地域振興や活力向上に財して情

熱をもつて永年の企業での企画管理、安全管理経験を持つ人材配置

2:職員

① 長浜市内出身者でコミュニケーション能力と事務処理能力にたけた人材で

館長を補佐し、費用管理、自主企画の立木安、運営が出来る。

B:臨時職員

①施設管理 。・施鍵、窓由、来館者応対 (職員サポー ト)9。 3名地元者

)
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2■ (1)維持管理の年間作業計画―

④

2月 3月

・1回 /月  月初と随時

・法定点検1回 /年 E浄化槽消毒、薬剤投与 6回/年、電灯等 随時

と随時

・選定 1回/年 7月  随時

白定期清掃 (床面儒き、掃除機ガケ 3回/月 B福祉施設の方による

清掃 1回/3ケ月
Iトイレ、玄関、事務所、駐車場、ごみの清掃 1回/日

L施設周辺、駐車場、除草、 随時 ・施設内ガラス磨き 2 /年岡

1月12月11月

EttIずる積雪時 随時 目安5cm以上・

B通年管理、委託会社と情報交換1回/月

E随時

10月9月8月7月6月5月4月

維持業務と内容

内容

1、 外観点検
2、 落書き点検

1、 消防設備保守点検
2、 電灯設備点検
3、 浄化槽維持

1、 備品の維持管理
2、 消縄品の管理 ―

1～ 樹木などの剪定
2、 植栽の維持

1、 施設内定期清掃
2、 トイレ清掃
3、 玄関の清掃
4、 事務所内清掃
5、 施設周辺、馬主車場
6～ その他施設内外

1、 施設玄関周辺

2、 駐車場

1、 施設保安 (開館時)

2、 機械警備 (閉館時)

1、 安全確保
2、 迷惑駐車対策

建築物

建築設備

備品類

植栽

清掃

除雪

保安

駐車場管理



2-(2)緊急事態への対応

館長

電話OO
職員

電話00

セキリュテイ

委託会社
電話③O

,肖防 119

警察 110
日まち虎社長
電話○○ ‐

lt連絡体制 (電話連絡)

勤務時間 夜間・体日

2、 予防対策
① 火災予防訓練 1回/年 (春の火災予防週間)

② 緊急連絡先の館内掲示(事務所等玄関)

③ 危機管理マニュアルの作成

事故 H災害
火災

事故・災害
火災

B長浜市役所

電話
65-6552

関連先
・支社長
電話OO
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3.利用料金および休館日・開館時間

(1)利用料金の設定と設定根拠、事業年度ごとの利用料金収入の見込みについて

提示 してください。特に、施設条例に定める額の範囲内で既存料金からの改定

を行 う場合には、その内容を具体的に提示 してください。

。長浜市生活文化交流施設条例にもとづく利用料金を設定

区分

和室研修室

小研修室

単位

1時間

同上

使用料

200円
100円

【利用料金収入達成目標】

・H28年 度は指定管理初年度であり、現行を継続する

。H29年 度以降は展示、学習などの自主企画テーマのシリーズ化や

継続を進めると共に各種研修等の勧誘で研修室の利用率向上を図る。

(2)休館 日・開館時間の設定にっいて、具体的な考え方を提示 してください。

現行の体館 日、開館時間を基本 とし利用者の要望等により変更する事で、

利用者サービス向上に努めます。

1:休館 日

ア)月 曜 日

イ)休 日

ウ)12月 29日 ～翌年 1月 3日

2:開館時間
′
午前 8時 30分～午後 9時 30分

年度
利用料金

収  入
積算根拠

平成 28年度 64,000円 H26年 度実績×1.4

平成 29年度 76,800円 H28× 1.2

平成 30年度 92,100円 H29× 1,2
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(1)利用促進に向けた具体的な取組み・施設の活用方法及び達成目標を提示してくだ

さぃ。なお、、ことでは自主事業について具体的に提示する必要はありません。自

主事業の具体的な内容については、7.において提示してください。

5つの活用拡大施策

1:従来から活用して頂いている団体、組織のヅピー ト。

・既存諸団体との連携強化。・

・要望、E友善点等ニァズの吸収と対応 (改善アンケ‐ 卜など)。

・使用実績の見える化と館内掲示。

2:地域資産との連携 と運動行事の推導。

・虎姫地域づくり協議会。

・元三大師。

・虎御前山保存顕彰会。

3:新規利用者の確保

・各種団体へめPR(ス ポーツ少年団、老人会、女性会、

一般財団法人など)。

4、 各種団体等の研修場所としての施設として提供 し利用率向上。
‐

5、 自主事業による利用者拡大。

【施設利用者数達成目標J

年度 利用者数 績算根拠

平成 28年度 3,340人 H24～ H26 平均×と。2

平成 29年度 4,000人 H28 Xl.2

平成 30年度 4,800人 H29 Xl.2

0.



(2)施設のPRや情報提供など広報活動についての効果的な取組を提示 してくださ

い 。

1、 見える化、知らせる化の活用で認識度アップを計る。

① JR虎姫駅の活用

②年間開催事業ポスター掲示

2、 地方新聞への積極的な記事提供で認知度向上を目指す。

①開催行事前月の案内紹介記事

②開催行事の紹介記事 、

3、 関係機関との連携事業PRの実施。

①虎姫地域づくり協議会、(株)ま ちづくり虎姫、虎姫公民館などと

定期的な連絡会を開催し課題共有する。

1回/3ケ月

4、 ホームペ■ジのリニューアルと積極活用の推進。

①定期的な吏新と来館者の声、展示紹介等の掲載

(3)地域 。関係機関 。ボランティア等との事業連携についての考え方や方策を提示し

てください。

1、 地域・関係機関

地域に根差 した関係団体が多くあります。歴史探訪、研修では「虎御前山古墳 と

中世城郭イ呆全顕彰会」の保存会や元三大師をPRして↓`る「虎姫地域づくり協議

会」等の団体と活動連携を密にし、時遊館が情報発信のコア拠点となる様に進め

て行きたいと考えます。そのために、事業コンセプ トの面対応でその力を発揮 し

たいと考えています。

2、 ボランテイアとの事業連携

虎姫地域にる長年活動をしてぃる学生ボランティアグループがあり(例 えばパー

プルなど)毎年夏体みの小学生サマ
=キャンプ等にボランティアで参加し準備～

運営推進まで実行しています。そのグループに虎姫の歴史研修の場として参考に

してもらうことや、企画等の場所としても活用してもらえる環境整備を進めたい

と考えます。

又、将来的には虎御前山中腹の都市公園を活用した青少年野外活動場所と下体に

なつた拠点づくりを進めます。

10



5.サエビスの向上

(1)利用者等からの二▼ズの把握方法を提示 してください。

1、 利用者 (貸館事業、自主事業)使用後のアンケートを実施

①利用者満足度

②展示及び館内木安内の満足度

③職員応対態度

④要望等

2、 社外メンパーと職員、 (株)ま ちづくり虎姫役員による仮称時遊館運営委員会を

1回/3ケ月程度で開催し、課題、ニーズ、要望の掘り起こしと対応策を

検討する。
′                           、

① 社外メンバー候補

・元時遊館職員

。元教師

・虎姫地域づくり協議会委員

(2)利用者等からの苦情 十要望等に対する姑応について提示 してください。

時遊館に「ご意見箱」を設置 し利用客の声 (意見、要望、苦情)を F耳耳き、

その対応には時遊館職員の仮称業務委員会でまとめ、結果を仮称時遊館運営

委員会に提出しご意見を頂き、運営に反映する。

(3)その他サービスの質を維持・向上するための取組について提示 してください。

来館 されたときに気持ち良くお迎えする、過ごしていただくために。

1、 職員からの挨拶と笑顔発信。

2、 施設内の整理、整頓 と清潔感。

3、 季節館のある花提供

4、 安 らぎの館内BGM放 送

5、 職員マナー触強会 (他の施設見学 a.2回/年 )

1 1



)

6.組織体制

(1)管理施設における組織体制、人員配置、人材の育成・確保・研修計画等につ

いての基本的な考え方を提示 してください。

O館長 1名 を中心に職員 1名 と臨時職員 3名 を配置 し運営にあたる。

役割分担  館長・・・ 守全体管理運営統括、決裁、外部窓日、施設管理、

危機管理紺応、クレーム対応。

職員 。i・ 。会計、来館窓日、自主事業企画立案。

臨時職員 。・施設管理

(2)管理施設において予定している人員配置について、職員ごどに役職、担当業

務内容、資格、実務経験年数、雇用形態 (正規 。非正規 )、 年齢、勤務時間等を

具体的に提示 してください。

(4)標準的な lヵ 月分の動務ローテーシヨンを作成 してください (A4版・任意

様式)心

別紙

役職 担当業務内容 、資格・能力等 雇用形態 勤務形態

(例)館長 甲種防火管理者 常動
通常勤務

8:30-17: 15

館長 全体管理統括 安全管理者

甲種防火管理

者 (修得予定)

正規・常勤
通常勤務
8:30--17: 15

職員 会計、企画 フープ ロPC 二規 ,常勤
通常勤務
8:30-17: 15

臨時職員 3名 管理 非常勤
通常勤務
3:30-… 17 , 15

,

=俊



ネ
員 :3日 /週 臨時職員 :1日 /・租就業

I就業日程計画作成

(原則 :火曜日共通日)

O職 員出勤日

● 臨時職員出勤日
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7,自主事業

管理施設を利用した自主事業の実施計画 。企画 (事業内容・回数・参カロ人数・予

算規模・財源)について提示してください。なお(当市からの萎託事業は除きます。

(A4版・任意様式)。

別紙

■ 4
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テ=マ
生活日文化の情報発信

歴史探訪で地域候輿と活性f臨

企画名
観桜会
木目込パッチワーク作品展
山野草とエビネ農
ホタル旬会
富貴箇展
観月旬会
子供俳旬発表会
心などむ色鉛筆展
寒蘭展
虎夕離年賀状展
子供俳旬発表会
―芸伝承塾
虎姫普話紙芝居の会
時進寺子屋

虎御前山歴史話会
国jltの 生き物展
虎姫治水歴史震
かぶと農示
かぷと作り講習会
昭和時代の8ミリビデオ鑑質
虎御前山松茸再生研究会
虎夕風資大会
美術日本刀と書画晨示会
虎姫歴史マップ晨ぶ
虎姫スポットラリー

お宝展
太鼓たたき方教室
リクエスト虎夕臣歴史語

開催年月  参加人数見込
平成28年 4月    15
平成28年 4月    100
平成28年 5月    150
平成28年 6月    20
平成28年 7月    150
平成28年 9月    20
平成28年 9月    20
平成28年 11月   300
平成29年 11月   100
平成29年 1月    20
平成29年 1月    60
平成29年 6月    50
平成盈9年 10月    30
平成28年度未

平成28年 8月

平成28年度未
平成23年 7月

平成28年 8月

平成28年 10月

平成29年 1月

平成28年 9月

平成29年未
平成29年 4月

平成29年度
平成29年度
平成28年 7月

平成29年 3月 ～

平成29年度

平成28年 4月

平成29年度

連携先案  456789101112 1 23
虎蛭俳壇  ●
若葉会   ●

●
虎姫俳壇    ●

●
虎姫俳壇         ●

●
●
●

●  ●

顕彰会

地域づくり協

0   ●   ●

●

●

● ● ●
0 ●

顕影会
地域づくり協

●

●

0● ● ●

(株 )まち虎 0● 0● ● ● ● 0● ● ●住民相互交流 (コミニテイ寄合所お慕でも飲んでかんせ会
子供と孫に伝えたい事話す会

継は従来予―マを継続
新は今回の新規企画テーマ

受益者実費負担とする。原則



事業内容

企画名
実績

人数内容
開催月 '予定人数

1.観桜会 郷23/4月 ・15入虎夕臣俳壇の後援を受けて
生活文化に楽しむ桜の旬会

2.パッチワィク作品展 ・100人
・養蚕の館で教室開催わかば会連携
作品展示

H23/4月

3、 山野車とエビネ展
・地域、市内外の愛好者が育てた
山野車やエビネの展示

H28/5月 ・150人

4、 ホタル旬会
・虎よ観俳壇の後援を受けて
生活文化(ホタル、半夏)に楽しむ句会

H23/″6月 '20人

5、 富貴蘭展
・地域.市内外の愛好者が育てた
富貴蘭の展示

H23/7月 1150人

6Ⅲ 観月旬会
。虎姫俳壇の後援を受けて
生活文化(月 )に楽しむ旬会 H23/9月 ・20人

7、 こどもつF旬発表会 ・虎嬢小学校児童の俳旬発表会 H23/9月 20人

8Ⅲ 心なごむ色鉛筆展 ・300人
長浜公民館で教窒開催の色鉛筆愛好会
の作品展示 封28/11月

7:自主事業の年間計画

①生活・文化の情報発信 その1

7:自 主事業の年間計画

①生活百文化の情報発信 その2

事業内容
開催月 ・予定人数

・実績
人数・企画名 ・内容

9Ⅲ 寒蘭展
・地域、市内外の愛好者が奮てた

山野車やエビネの震示
H29/′二月 引OO人

刊0.虎姪年賀状展
t虎姫小学校Ⅲ中学校の児童、生徒の
作品展示

E29/1月 ・20人

11、 こども俳句発表会
i虎姫小学校児童の俳句発表会 擬29/1月 ・60人

12、 雪割草 地域、市内外の愛好者が育てた

雪割車の展示
H29/3月 ・BO人

13Ⅲ …芸伝承塾
t次世代に繋ぎたい、残したい技、もの
づくりの伝承塾を開催

翼2鬱/6月 ・50人

14、 虎姫昔話紙芝居
の会

=虎姫昔話を紙芝居にして

子供たちに話す H29/10月 ・30人

15.時遊寺子屋 自然農業体験等 H29末 30人

とお



7:自 圭事業の年間計画

②歴史探訪で地域振興と活性化 その1

事業内容
。開催月 予定人数 実績

人数企画名 ・内容

1、 虎御前歴史話会 ・虎御前山保全顕彩会の協力を得て与歴賞

再認識と地域連携の話を聞く会
H28/8月 ・50人

2、 日川の生き物展 ・田川の生き物、さかなの水槽展示、 H23/末 ・50人

3、 虎姫治水歴史展
・虎姫地域づくり協議会の協力で地域治水
の歴史と防災勉強会

H23/7月 80人

4、 かぶと展
,自 作かぶと愛好家の方の展示と、
かぷとづくり講習会

H23/8月
H23/10月

・50人
・10人

5、 昭和時代の
Bミリ映写鑑賞

・地域、市内外の愛舞者が保存されている
Sミリ映写機での鮭賞

H29/1月 ・60人

6、 虎御前山松茸再生
'過去 虎御前山にもじ自生していた松茸
の再生を目指した研究会 H28/8月 10人

7、 虎姫賢入展
・虎姫の先人を掘け起し、現代の人の

認識してもらう。 H29末 ・20人

8、 日本刀と書画展示
t地域住民が所持、保存している美術品の

日本刀、書画の農示 H29/4 ・20人

7:自 主事業の年間計画

②歴史探訪で地域振興と活性化 その2

事業内容
・開催月 予定人数 実績

人数企画名 内容

1、 虎姫歴史マップ展示
(江戸年明治、昭和の店

虎姫の音の姿ェ写真の掘り起こしと

歴史認識
H29末 30人

2、 虎姫スポットラリー
新虎姫八景の地域住民からの提供と

新スポット紹介
H29末 ・50入

3、 お宝展
`地域の家に保存されているお宝の

紹介と時代背景認識
H23/7月 ・50人

4、 太鼓たたき教室
戦国時代の陣ぷれイメージの強い太鼓
で元気をだす講習 猟29/3月 5人

ユf



7:自 主事業の年間計画

③住民相互交流(コミニテイ寄合所)

事業内容
,開催月 予定人数 実績

人数・企画名 ・内容

1 お茶でも飲んで
かんせ会

・散歩のついでによつてもらい、お茶など
飲んで世間講をしてもらう

俯23/4
・150人
(25入 X12)

2、 孫に伝えたい事を
話す会

・孫の年代に伝えたい事を話す場の提供
H29末 160人

1費



8.その他

(1)施設の管理運営における経費節減のための取組みについて、具体的に提示し

てください。

1、 出金抑制

。(株)ま ちづくり虎姫の構成員、役員でスキルをもつている人の協力を

得て、自助努力でちょつとした修繕、修理などを行 う。

・ (株)ま ちづくり虎姫が受託 している指定管理施設 と共同購入による

スケールメヅッ トをいかし、消耗品などの節約を図る。

・光熱費削減・・・昼間の消灯 (来客不在時、タイマー設定見直し)

2、 ムダの排除

・利用者側から見た時にムダと思われないような使い方。 (照明、水道)

(2)施設の管理運営における個人情報保護の取組みについて、具体的に提示して

ください。

1、 利用者の利用申請書 (目 的、氏名 連絡先、等の個人情報に係る資料)は

紙ベースとして、カウンターに保管 し施錠管理する。

2、 職員のマイナンバーの管理徹底 (施錠管理)

(3)施設の管理運営における環境に配慮 した取組みについて、具体的に提示 して

ください。

1、 施設廃棄物の 3R推進

・ プユース、ジサイクル、 ジコース

2(施設周辺の除草

・環境対応除草剤の使用

3、 省エネ

e不使用場所含めたこまめな消灯

。使用者に配慮 した冷房、暖房温度設定

4、 5Sの徹底

。5S(整 理、整頓、清潔、清掃、躾)の徹底で、ムダのない、明るい

職場づくり

19



9.自 由提案

(→ 管理施設の設置目的の達成に向けて、また、地域のにぎわい倉ll出 に
つながる施設の効果的かつ'メ

★沈率的な活用方法について提案したいことを

自由に記入して下さい

B虎姫時遊館の設置目的である地域固有の生活に根差した歴史、文化の

情報発信、住民相互コミュニティ交流とそれをベースにした地域振興です。
そのために事業コンセプトの3本柱を軸にt虎姫地域連携の面展開から

長浜市全域へ波及する3DttF汗電を進める。
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9、 自由提案

(2)にぎわい創出          |        !
9-1における面展開、3D展開を周遊する歴史場所、文化

情報華信拠点などの周遊拠点に見本サンプル、カタログを

置く店をだしi最終地点の虎姫駅周辺のお店で購入あるいは

飲食するお店をつくる。
虎姫駅周辺のお店は、空き店舗の活用で、(株)まちづくり虎姫が

オーナーとなり、店子を募り、各店子の店主は拠点の特色商品、

特産品を考案、販売する。
総じて、にぎわい店子、雇用開発、特産品開発の創出に繋がり、

周遊ビジネスモデルが出来る。

実販ステーション

拠点A
虎御前山
たけのこ

Ｊ
Ｒ
虎
姫
駅

拠点周遊
・人力車
・虎

|ク

ター
・ソーラT

カー

拠点B
時遊館
そば

拠点C
元三大師
おみくじ 面展開事例

′ヽエチャル店  ・見本

・サンプル
・カタログ

空 〒



)

(3)貴団体の独自性、施設の将来的な展望等アピ■ル したいことがあれば自由に

書いてください。

・株)ま ちづくり虎姫は、法人の中にあつて住みよい地域づくりを目指す

公益性を持ち、高い志と使命感を持った会社組織です。

特に地域密着型の事業を展開するため、虎姫地域の各種団体や個人に

よる出資が全体の約 6割を占めてお り、会社の運営にも深くかかわつて

います。その構成を見ると、商売に携わる人、公務員であつた人、サラリー

マンであった人等々さまざまな人が住みよい地域づくりをめざし、

参画をしています。そのような関係から、地域の各種団体
′
との結びつきも強

く、現状にとらわれることなく、幅広 く事業や企画を推進出来ると考えます。

・時遊館の周辺には、古墳時代や戦国武将に係る関連施設、場所が多くあり

(株)ま ちづくり虎姫の組織綜合力と、構成メンバーがもつているインフラ、

スキルなどを活用する事で、多様な幅広い事業展開が期待できると思いま

す。

また、時遊館が地理的にも歴史的に見ても地域における中心的拠点として

のハー ド面と拠1点 間連携のつなぎや くとしてノフ ト面での企画プロデユー

スの情報発信源を担 う事が期待できる。

将来的な方策案として

1、 観光面

①歴史を点では無 く面でつなぐ拠点として、虎御前山の頂で小谷城址

と姉川を見下ろし、虎御前山に陣地を敷いたといわれる織田信長の気

分を味わうことが出来る櫓展望台の設定。

②虎御前山中腹の公園活用。

2、 特産品開発      |
①各拠点の特色ある特産物開発 として、そばうち見学をしながらの

実演販売する等、地域の産業振興が期待できる。

3、 人材育成

①地元若者に地域活性化、地域連携の事を考える場を与えることで

地元への愛着や興味が醸成。

4、 福祉支援・貢献

①福祉関連施設 と連携 して交流施設としての活用の提供。

②働 く生きがいの場所貢献。 (環境関連 )。

盟


